
健康の
すゝ め
問い合わせ先
健康づくり推進課　健康推進班（西合志庁舎）☎242ー1183

定期の予防接種　定期の予防接種は、法律によって種類と対象者が定められています。

27日以上おく 6日以上おく

子どもの予防接種
～病気から守るために～

平成22年度

平成22年度
生ワクチン 不活化ワク

チン

生後3月～6月未満 生後3月を過ぎたら早めに受けましょう。1回BCG
集
団
接
種

生後3月～7歳6月未満 スポイドでワクチンを飲みます。2回ポリオ

11歳以上13歳未満
（小学校6年生で実施）

乳幼児期に接種した三種混合の追加として行ないます。
学校を通じて予診票の配付などをします。1回

二種混合（ジフテリ
ア・破傷風）

生後3月～7歳6月未満
１期初回（3回）終了後１年～１年半あけます。

3～8週（20～56日）の間隔をあけて3回

1回1期追加

3回1期初回三種混合
（百日せき・ジフテ
リア・破傷風）

個
別
接
種
　※

医
療
機
関
に
要
予
約

1期：生後12～24月未満 １歳の誕生日プレゼントにしましょう。1回
ＭＲ
（麻しん・風しん混
合）

2期：5～7歳の就学前１年間
4月～6月の早い時期に接種しましょう。3期・4期は平成20年から
の5年間のみの制度です。

1回

3期：中学1年生相当
1回

4期：高校3年生相当

2期：9歳以上13歳未満

1期：標準的には
　　 3歳～7歳6月未満

積極的な勧奨を控えて
います。変更があり次
第、広報紙などでお知
らせします。

１期初回（2回）終了後１年あけます。

1～4週の間隔をあけます。

1回1期追加

2回1期初回

1回

日本脳炎

対 象 年 齢 接種間隔・備考接 種 回 数種　　別

生ワクチン・不活化ワクチン

ＭＲ（麻しん風しん混合）予防接種（2～4期）

対　象　者

４月～６月の早めの
時期に接種しましょう。

　お母さんから赤ちゃんにプレゼントした病気に対する抵抗力（免疫）は、自然に失われていきます。赤

ちゃん自身で免疫をつくって病気を予防する必要があり、その助けとなるのが予防接種です。子どもは発

育と共に外出の機会が多くなり、感染症にかかる可能性も高くなります。予防接種に対する正しい理解を

もち、感染症にかからないように、また他の人に感染させないように予防をしましょう。

　次に該当する人は、平成22年度ＭＲ（麻しん・風しん混合）ワクチン予防接種（２～４期）の対象となりま

す。幼児期に接種した麻しんワクチン・風しんワクチンの追加接種です。対象者には予診票を郵送でお送り

します。早めに接種しましょう。

●接種回数　１回
●接種料金　無料（全額、市が負担）
●接種期間　４月１日～平成23年３月31日

※接種期間を過ぎると全額自己負担になります。

山下胃腸科クリニック ☎345－0600宮川内科医院　 ☎248－2155

まつもとこどもクリニック ☎338－8960みやの小児科 ☎248－5800

産科婦人科大竹クリニック ☎344－3232いけざわこどもクリニック ☎242－6633

成松内科医院 ☎345－5151大森医院 ☎248－0003

ＭＲ2期　平成23年4月に小学校へ入学する人（平成16年4月2日～平成17年4月1日生まれ）
ＭＲ3期　中学校１年生に相当する人（平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれ）
ＭＲ4期　高校3年生に相当する人（平成4年4月2日～平成5年4月1日生まれ）

※3期・4期は平成20年度からの5年間のみの制度です。

ワクチンの種類と特徴
　予防接種で使うワクチンには、生ワクチンと不活化ワクチンがあります。ワクチンを接種する場合、その

効果と安全性のため次の間隔をあけることになっています。

ポリオどうしは6週間（41日）以上 
三種混合どうしは3～8週の間（20～56日）
日本脳炎どうしは1～4週の間（6～28日）

なお、同じ種類のワクチンを
受ける場合には、それぞれ決
められた期間をあけます。

※集団接種の日程と個別接種の医療機関一覧は、平成22年度健康づくり事業計画表をご覧ください。
個別接種は、市内医療機関および広域化事業協力医療機関ともに必ず事前予約が必要です。

ポリオ、BCG、ＭＲ（麻しん・風しん混合）

　生きた細菌やウイルスの毒性を弱めたもので、接種する
ことによってその病気にかかった場合と同じように抵抗
力（免疫）ができます。１回接種すれば免疫が長期間続くの
が特徴です。

三種（二種）混合、日本脳炎

　細菌やウイルスを殺し抵抗力（免疫）をつくるのに必要
な成分を取り出して、毒性をなくして作ったものです。生
ワクチンと違い免疫の持続期間が短いため、接種に数回の
追加が必要です。

●母子健康手帳の交付
　保健師が、妊婦さんの体調などを聞きながら母子健康

手帳の使い方や妊婦健康診査について説明を行ないま

す。交付場所は＜西合志庁舎＞健康づくり推進課です。

また、健康育児相談時も交付しています。４月14日（水）

泉ヶ丘市民センター、４月20日（火）ふれあい館です。日

程は健康づくり事業計画表に掲載していますのでご参

照の上お越しください。印かんと産婦人科から妊娠届出

書をもらい、持参ください。

●熊本県小児救急
電話相談事業

相談時間
毎日・夜間

午後７時から午前０時

☎♯8000　
（ただし、ダイヤル回線・

IP電話・光電話からは

☎364－9999）

予防接種の

スケジュールを

たてましょう！

市委託医療機関　※事前予約が必要です。

医療機関に予約し、予診票と母子健康手帳を持参のうえ接種してください。
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